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平成２８年（健）第６４２号

平成２９年３月３１日裁決

主文

本件再審査請求を却下する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人 (以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、○○健康保険組合

が平成○年○月○日付で請求人に対してし

た、後記第２の２(2) 記載の本件通知を取

り消すことを求める、ということである。

第２　事案の概要

１　事案の概要

本件は、保険者を○○健康保険組合（以

下「保険者組合」という。）とする健康

保険の被保険者である請求人が、同人の

被扶養者とされていた妻Ｂ（以下「Ｂ」

という。）について、保険者組合から、

平成○年○月○日付「被扶養者認定不該

当について」と題する書面により、被扶

養者認定不該当日を「平成○年○月○日」

とし、被扶養者認定不該当理由を「平成

○年分収入が扶養認定の基準以上となっ

たため。」として、被扶養者認定を不該

当とする旨の通知（以下「本件通知」と

いう。）をされたことを不服として、標

記の社会保険審査官に対する審査請求を

経て、当審査会に再審査請求をした事案

である。

２　本件再審査請求に至る経緯

本件記録によると、請求人が本件再審

査請求をするに至る経緯として、次の各

事実が認められる。

(1)　請求人は、保険者組合を保険者と

する健康保険の被保険者であり、Ｂは、

請求人の被扶養者とされていた。

(2)　保険者組合は、平成○年○月○日

請求人に対し、同日付「被扶養者認定

不該当について」と題する書面により、

Ｂについて、被扶養者認定不該当日

を「平成○年○月○日」とし、被扶養

者認定不該当理由を「平成○年分収入

が扶養認定の基準以上となったため。」

として、本件通知をした。

(3)　請求人は、本件通知を不服として、

平成○年○月○日（受付）、標記の社

会保険審査官（以下「審査官」という。）

に対し、審査請求（以下「本件審査請

求」という。）をした。

(4)　審査官は、平成○年○月○日付で、

本件審査請求の不服の対象とされてい

るのは、被扶養者の認定という事実確

認行為であり、健保法第１８９条の規

定により審査請求の対象とすることの

できる処分には当たらないから、本件

審査請求は不適法であって補正するこ

とができないとして、本件審査請求を

却下する決定をした。

(5)　請求人は、なおも、本件通知を不

服として、当審査会に対し、再審査請

求をした。

第３　当審査会の判断

１　行政不服審査法の施行に伴う関係法律

の整備等に関する法律（平成２６年法律

第６９号。以下「平成２６年法律第６９

号」という。）による改正前の社会保険

審査官及び社会保険審査会法（以下「社

保審法」という。）によれば、審査官に

対する審査請求及び社会保険審査会に対

する再審査請求又は審査請求の対象とす

ることができるのは、社保審法に規定さ

れている平成２６年法律第６９号による

改正前の健康保険法（以下「健保法」と

いう。）等による処分に限られているこ

とが明らかである。これを健保法に関す

るものについて挙げると、審査官に対す

る審査請求及び社会保険審査会に対する

再審査請求をすることができるものとし

て、被保険者の資格、標準報酬又は保険

給付に関する処分、社会保険審査会に対

する審査請求をすることができるものと

して、保険料等の賦課若しくは徴収の処

分又は同法第１８０条の規定による処分

（注：保険料等の督促及び滞納処分）が

明記されているところである（健保法第

１８９条第１項及び第１９０条）。

２　そして、健保法第１９２条は、同法第
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１８９条第１項又は第１９０条に規定す

る処分の取消しの訴えは、当該処分につ

いての再審査請求又は審査請求に対する

社会保険審査会の裁決を経た後でなけれ

ば、提起することができないと規定して

いるから、健保法第１８９条第１項及び

第１９０条にいう「処分」とは、行政事

件訴訟法第８条第１項所定の処分の取消

しの訴えの対象となる処分すなわち、行

政庁の処分その他公権力の行使に当たる

行為（行政事件訴訟法第３条第２項）と

同義と解すべきところ、上記「処分」は、

行政庁の法令に基づく行為の全てを意味

するものではなく、公権力の主体たる国

又は公共団体が行う行為のうち、その行

為によって直接国民の権利義務を形成

し、又はその範囲を確定することが法律

上認められているものをいうと解するの

が相当である（行政事件訴訟特例法（昭

和２３年法律第８１号。昭和３７年法律

第１３９号により廃止されたもの。）第

１項の「行政庁の処分」についての最高

裁判所昭和３７年（オ）第２９６号同

３９年１０月２９日第一小法廷判決・民

集第１８巻第８号１８０９頁参照）。

３　ところで、健保法上の適用事業所に使

用される者は、適用除外されるものを除

いて、その使用されるに至った日に被保

険者資格を取得し、当該事業所に使用さ

れなくなった日の翌日に被保険者資格を

喪失することになるところ、この被保険

者資格の取得及び喪失は、保険者等（本

件においては、保険者組合。）が確認を

行うことにより、その効力が生じ、その

確認は、適用事業所の事業主からの届出

又は被保険者又は被保険者であったもの

の請求に基づき、若しくは保険者等の職

権により、行われる（健保法第３条、第

３５条、第３６条、第３９条及び第４８

条並びに第５１条）が、事業主から保険

者に対する被保険者の資格取得の届出

は、当該事実があった日から５日以内に

行うものとし、被保険者が被扶養者を有

するときは、健康保険被保険者資格取得

届に被扶養者届を添付しなければならな

いとされている（健保法施行規則（以下

「健保則」という。）第２４条第１項、第

２項）。

そして、被扶養者とは後期高齢者医

療の被保険者である者を除いて、被保険

者の直系尊属、配偶者、子、孫及び弟妹

であって、主としてその被保険者により

生計を維持するもの等をいうとされてい

る（健保法第３条第７項第１号から第４

号まで）が、健保法及び健保則上は、被

扶養者たる資格の確認等に関する定めは

存しないのであって、健保則第２４条第

１項及び第２項が上記のとおり定めてい

るほかは、健保則第３８条が、被保険者

は、被扶養者を有するとき、又は被扶養

者を有するに至ったときは、５日以内に、

①　被扶養者の職業、収入、住所、氏名、

性別及び被保険者との続柄、②　被扶養

者が被保険者の直系尊属、配偶者、子、

孫、及び弟妹以外の者であるときは、同

一の世帯に属した年月日及び扶養をする

に至った理由を記載した被扶養者届を事

業主を経由して健康保険組合に提出しな

ければならず、上記の事項に変更があっ

たときは、その都度、事業主を経由し

て、健康保険組合に届け出なければなら

ないと定めるのに止まるのである。ま

た、実務上は被扶養者認定という言葉が

広く使われていることが認められるが、

健保法上は、被扶養者の「認定」あるい

は、被扶養者資格の「確認」という文言

はなく、被保険者資格のような「被扶養

者資格の取得時期」及び「被扶養者資格

の喪失時期」についての定めもなく、健

保則にも被扶養者の「認定」という文言

はない。しかして、健康保険の保険料額

は、標準報酬月額及び標準賞与額に保険

料率を乗じて算定されるのであり（健保

法第１５６条等）、保険料の賦課ベース

は被保険者の賃金のみで、被扶養者の収

入等は被保険者が拠出する保険料には影

響を及ぼさないのであり、被扶養者の有

無・人数等を考慮した割増の保険料が賦

課されることもない。また、保険給付の

形態を見ると、健保法は、「療養の給付」
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という現物給付と療養の給付を補完する

ものとしての「療養費の支給」という現

金給付を規定し、被保険者に対しては、

療養の給付を原則とし（第６３条）、被

扶養者に関しては、被保険者に対する家

族療養費を支給することを規定している

（第１１０条第１項）が、保険者は、被

扶養者が保険医療機関及び保険薬局に支

払うべき療養に要した費用について、家

族療養費として被保険者に支給すべき額

の限度において、被保険者に代わり、当

該保険医療機関及び保険薬局に支払うこ

とができるとされ、この支払があったと

きは、被保険者に対し家族療養費の支給

があったものとみなすとしている（同条

第４項及び第５項）。以上のように、健

保法上は、被扶養者を被保険者と同列に

扱ってはおらず、被扶養者をいわば被保

険者に附属するものとして扱っていると

いってよい。

４　上記のような検討の結果を踏まえて、

本件通知についてみるに、本件記録によ

ると、本件通知は、保険者組合が平成○

年○月○日付で、請求人に対し、「被扶

養者認定不該当について」と題する書面

によって行ったものであるが、その内容

は、以下のとおりである。

「前略　日頃は健康保険組合の運営に

ご理解とご協力をいただき、感謝申し上

げます。

さて、今般、お申し出いただきました

平成○年分の収入をもとに、被扶養者認

定審査を実施した結果、下記の被扶養者

につきましては、被扶養者認定を不該当

としますことを通知申し上げます。

つきましては、「健康保険被扶養者変

更届」、「保険証」を貴殿の所属する事業

所にご提出いただきますようお願いいた

します。

手続き後に「健康保険資格喪失証明書」

を発行いたします。これをご持参いただ

き、他の健康保険（国民健康保険等）に

加入手続き下さい。

なお、被扶養者認定不該当により、不

該当機関に医療機関等を受診された場合

は、後日、医療費等の取り扱いを別途ご

連絡いたします。

草々

記

被扶養者氏名　　　　　Ｂ

被扶養者生年月日　　　昭和○年○月○日

続柄　　　　　　　　　妻

記号・番号　　　　　　○○・○○○

被扶養者認定不該当理由

平成○年分収入が扶養認定の基準以上と

なったため。

被扶養者認定不該当日

平成○年○月○日

以上」

５　本件通知は、その内容からして、請求

人の被扶養者とされていたＢについて、

平成○年分収入が扶養認定の基準以上と

なったことを理由として、平成○年○月

○日付で、被扶養者認定を不該当とした

ことを請求人に通知したものであり、被

扶養者認定不該当日の前後において、請

求人の被保険者としての地位に変更はな

く、その法的地位に何らの影響を及ぼす

ものではないから、Ｂの被扶養者認定を

不該当とした事実を請求人に通知したも

のに過ぎず、健保法第１８０条第１項所

定の被保険者の資格に関する処分には当

たらないし、Ｂに係る家族療養費給付等

の具体的な請求権に関するものではない

から、保険給付に関する処分にも該当し

ないというべきである。

請求人は、Ｂの被扶養者性は、請求人

の被保険者としての資格の一部であると

主張するが、採用することはできない。

また、請求人が引用する東京地方裁判所

昭和５８年１月２６日判決（判例タイム

ス第４９７号第１３９頁）は、被扶養者

は被保険者資格の取得の確認について法

律上の利益を有しないことを判示したも

のであって、本件事案に適切ではない。

なお、関連する事項について判断し

た東京高等裁判所の決定があるので、附

言する。ＸがＹ（健康保険組合）に対

し、Ｘの母であるＡについて、健康保険

の被扶養者としての権利を有することの
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確認を求めた仮処分命令申立事件の抗告

審（東京高等裁判所平成２５年（ラ）第

１４０５号被扶養者の地位保全仮処分命

令申立却下決定に対する抗告事件）にお

いて、東京高等裁判所平成２５年８月

１５日決定（賃金と社会保障１６３８号

４８頁）は、被扶養者認定について、「本

件は、健康保険法に基づいて、健康保険

組合の組合員である適用事業所の労働者

の保険給付等に関する事務を担当する健

康保険組合であるＹが行った判断であ

り、それによって生じる効果も法律で決

まる内容であることからすると、被扶養

者の認定は、公権力の行使に当たる行為

であると認めるのが相当である。」、「仮

に、被扶養者の認定が狭義の行政処分そ

のものではないとしても、被扶養者の認

定は、保険給付に係る行政処分に密接に

関連する前提事実の認定としての性質を

有し、被扶養者と認定されることによっ

て生ずる権利関係も、これにより、保険

給付の範囲及びその内容が決定されると

いう保険給付に係る公法上の権利関係に

他ならないから、行政事件訴訟法第４４

条の「公権力の行使に当たる行為」に該

当することに変わりはなく、所論はこの

点からも失当である。」と判示している

が、この事案は、私法上の法律関係を前

提とする仮処分命令申立事件について、

行政庁の処分その他公権力の行使に当た

る行為につき、民事保全法に規定する仮

処分の排除を定める行政事件訴訟法第

４４条に該当するかどうかを判断したも

のであり、Ａについて健康保険組合契約

上の被扶養者としての権利を有すること

の確認を求めた仮処分命令の申立てを却

下する理由として説示されたものである

から、本件とは事案を異にし、本件に適

切ではない。

６　以上のとおりであるから、本件におい

ては、直接請求人の権利義務を形成し、

又はその範囲を確定することが法律上認

められている公権力の行使としての「処

分」は存在しない。そうすると、本件審

査請求は、不服の対象となる処分を欠く

から不適法であり、その事柄の性質上、

その不備を補正することができないか

ら、これを却下すべきものである。

７　しかして、当審査会に対する再審査請

求が適法とされるためには、法律上、こ

れに先行する審査請求が適法にされてい

ることを要すると解されるところ、本件

審査請求は、上記のとおり不適法なもの

といわざるを得ない。したがって、本件

再審査請求は、適法な審査請求を経ない

でされたものであるから不適法であり、

この不備を補正する余地もない。

よって社保審法第４４条、第６条の規

定に基づき、本件再審査請求を却下する

こととして、主文のとおり裁決する。
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